
　

ア
キ
タ
と
同
社
・
代
表
取

締
社
長
・
秋
田
善
祺
氏
に
名

誉
棄
損
損
害
賠
償
で
告
訴
さ

れ
た
記
事
は
、
２
０
０
８
年

11
月
５
日
号
の
“
地
域
自
然

環
境
を
守
れ
”『
行
政
、
ア

キ
タ
と
の
地
域
住
民
の
暗

闘
』（
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
・
大

型
養
鶏
場
建
設
”
和
解
へ
の

奇
跡
”）
と
２
０
０
９
年
３

月
５
日
号
『“
暴
力
団
”
が

反
対
者
を
脅
迫
』（
同
・
ア

キ
タ
の
大
型
養
鶏
場
建
設

で
）
の
２
つ
の
掲
載
記
事
。

　

同
記
事
は
、
大
型
養
鶏
場

建
設
の
反
対
に
立
っ
た
『
南

山
の
環
境
と
水
を
守
る
会
』

（
広
島
県
三
次
市
）
の
リ
ー

ダ
ー
へ
の
電
話
取
材
と
現
地

で
の
本
人
取
材
、『
南
山
の

環
境
と
水
を
守
る
会
』
が
４

年
間
に
渡
る
反
対
運
動
の
活

動
記
録
を
詳
細
に
ま
と
め
た

冊
子
『
清
流
』
な
ど
に
基
づ

い
て
記
事
化
し
た
も
の
。
冊

子
は
、
大
型
養
鶏
場
反
対
運

動
者
側
の
弁
護
士
が
掲
載
内

容
を
吟
味
し
た
上
、
平
成
20

年
５
月
に
刊
行
さ
れ
た
。

　

冊
子
の
中
に
は
、
大
型
養

　

広
島
県
警
の
パ
ト
カ
ー

が
右
翼
、
暴
力
団
か
ら
身

を
守
る
た
め
大
型
養
鶏
場

建
設
の
反
対
リ
ー
ダ
ー
な

ど
を
１
カ
月
間
“
護
衛
”

―
。

平
成
１１
年
、
行
政
の
住
民

不
在
に
よ
る
一
方
的
な
誘

致
に
よ
っ
て
建
設
が
始
ま

っ
た
が
、
周
辺
住
民
は
大

型
養
鶏
場
か
ら
排
出
さ
れ

る
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
、
粉

塵
、
悪
臭
、
工
業
排
水
な

ど
に
よ
る
空
気
や
河
川
の

汚
染
、
ま
た
南
山
を
源
流

と
す
る
周
辺
の
た
め
池
や

陰
地
川
の
水
量
の
減
少
は

避
け
ら
れ
な
い
な
ど
か
ら

６
９
５
名
（
署
名
）
が
４

年
間
に
亘
っ
て
建
設
反
対

運
動
を
展
開
。

　

地
方
紙
を
は
じ
め
一
般

紙
も
行
政
の
独
断
先
行
の
誘

致
だ
っ
た
こ
と
か
ら
問
題
提

起
し
、
行
政
の
姿
勢
な
ど
を

大
き
く
報
道
し
た
。
４
年
間

に
亘
る
数
十
回
の
裁
判
を
行

っ
た
結
果
、
見
切
り
発
車
的

に
公
害
防
止
の
厳
守
、
１
０

０
万
羽
以
上
の
増
羽
の
禁

止
、
鶏
舎
の
増
築
禁
止
、

雇
用
の
受
け
入
れ
な
ど
を

条
件
に
和
解
し
た
。

　

こ
の
間
、
反
対
運
動
の

先
頭
に
立
っ
た
運
動
者
の

自
宅
に
は
「
お
前
は
こ
の

先
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
２

次
製
品
に
な
る
。
仕
事
は

で
き
な
く
な
る
ぞ
・
・
」

な
ど
の
脅
迫
電
話
が
真
夜

中
な
ど
に
何
度
も
か
か
り

「
見
た
こ
と
の
な
い
背
広

姿
の
数
人
が
村
の
中
に
入

り
こ
ん
で
き
た
」。

　

身
辺
危
害
を
恐
れ
た
反

対
運
動
者
は
「
地
元
の
三

背
景
に
潜
ん
で
い
る
こ
と
を

想
像
さ
せ
た
。

　

そ
の
後
も
「
反
対
運
動
者

の
知
人
の
車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ

ラ
ス
が
割
ら
れ
た
り
、
板
木

川
沿
い
に
油
が
入
っ
た
ド
ラ

ム
缶
２
本
が
投
棄
さ
れ
、
油

が
流
出
す
る
な
ど
の
嫌
が
ら

せ
事
件
、
反
対
者
の
行
為
に

見
せ
か
け
た
偽
装
事
件
、
名

前
を
告
げ
な
い
脅
迫
・
恫
喝

の
電
話
も
度
々
あ
り
安
眠
で

き
な
い
夜
も
少
な
く
な
か
っ

た
。
現
在
は
和
解
条
件
も
遵

守
さ
れ
、
平
穏
な
山
村
を
取

り
戻
し
て
い
る
」

　

し
か
し
な
が
ら
暴
力
団
追

放
が
全
国
各
地
で
叫
ば
れ
て

い
る
な
か
で
、
企
業
が
暴
力

団
と
繋
が
る
こ
と
は
言
語
道

断
の
反
社
会
的
行
為
。
自
戒

を
込
め
て
、
健
全
な
企
業
体

質
へ
の
転
換
が
強
く
求
め
ら

れ
る
。

次
警
察
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
広
島
県
警
本
部
の
刑

事
部
捜
査
第
二
課
が
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
、
身
の

安
全
を
守
る
た
め
朝
か
ら

夕
方
ま
で
パ
ト
カ
ー
が
１

カ
月
護
衛
」
し
た
。

　

刑
事
部
捜
査
第
二
課

暴
力
団
追
放
・
排
除
が

叫
ば
れ
続
け
て
い
る
中

で
、
鶏
卵
大
手
の
ア
キ
タ

（
本
社
・
広
島
県
福
山
市
）

が
建
設
し
た
大
型
養
鶏
場

「
南
山
ポ
ー
ト
リ
ー
」（
広

島
県
・
三
次
市
三
和
町
）

の
建
設
過
程
の
中
で
、
建

設
反
対
者
に

右
翼
、
暴
力

団
か
ら
の
脅

迫
や
嫌
が
ら

せ
が
あ
っ
た

こ
と
が
反
対

運
動
者
か
ら

明
ら
か
に
さ

れ
た
。
企
業
と
暴
力
団

の
繋
が
り
は
、
企
業
の

社
会
的
理
念
・
倫
理
が

大
き
く
問
わ
れ
る
問
題

だ
け
に
取
引
関
係
者
な

ど
は
断
罪
し
て
い
く
こ

と
も
必
要
だ
。

　

南
山
ポ
ー
ト
リ
ー
は

は
、
贈
賄
、

収
賄
な
ど
の

汚
職
や
詐
欺

な
ど
の
知
能

犯
を
担
当
す

る
部
署
の
た

め
、
一
時
大

き
な
事
件
が

〝暴
力
団〟
が
反
対
者
を
脅
迫

ア
キ
タ
の
大
型
養
鶏
場
建
設
で

行政・アキタ・暴力団と
の４年間の闘争記録をま
とめた冊子

大型養鶏場建設・反対運動が展開された山村

地
域
自
然
環
境
を
守
れ

　

問
題
と
な
っ
た
広
島
県
三

次
市
に
位
置
す
る
“
南
山
”

周
辺
は
昔
な
が
ら
の
閑
か
な

自
然
環
境
地
帯
で
、
地
域
住

民
の
約
１
６
０
世
帯
は
“
貯

水
能
力
に
劣
る
南
山
”
か
ら

の
水
を
生
活
用
水
や
稲
作
農

業
な
ど
に
利
用
し
て
、
日
々

の
生
活
を
静
か
に
ゆ
っ
た
り

暮
ら
し
て
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
平
成
１１
年
１

月
、
“
清
流
”
の
地
、
南
山

に
大
型
養
鶏
場
の
工
事
が
進

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

い
た
地
域
住
民
は
「
先
祖
か

ら
受
け
継
い
で
き
た
生
活
を

維
持
で
き
な
く
な
る
の
で

は
」
の
不
安
感
か
ら
養
鶏
場

を
誘
致
し
た
三
和
町
と
養
鶏

場
建
設
の
ア
キ
タ
と
ア
キ
タ

が
設
立
し
た
南
山
ポ
ー
ト
リ

ー
な
ど
に
対
し
建
設
反
対
運

動
を
起
こ
し
た
。
森
林
伐
採

に
よ
る
水
資
源
の
変
化
、
養

鶏
場
の
大
量
の
水
使
用
に
よ

る
生
活
水
と
農
業
用
水
へ
の

影
響
、
ま
た
糞
尿
に
よ
る
悪

臭
、
羽
毛
の
飛
散
、
ハ
エ
の

大
量
発
生
の
懸
念
な
ど
に
よ

り
「
生
活
を
維
持
で
き
な
く

な
る
」
な
ど
が
具
体
的
な
反

対
理
由
。

　

弁
護
士
５
名
の
積
極
参
加

や
反
対
署
名
活
動
、
募
金
活

動
に
よ
っ
て
「
南
山
の
環
境

と
水
を
守
る
会
」
の
反
対
運

動
は
活
発
化
し
、
三
和
町
長

は
「
住
民
へ
の
配
慮
が
欠
け

た
部
分
が
あ
っ 

た
」、
ア
キ

タ
・
南
山
ポ
ー
ト
リ
ー
は「
町

や
議
会
の
要
請
に
よ
り
進
出

し
て
き
た
の
に
住
民
と
の
紛

争
に
な
っ
た
の
は
残
念
だ
っ

た
。
地
域
の
協
力
を
得
て
地

域
振
興
に
貢
献
し
て
い
き
た 

い
」
と
し
て
、
広
島
地
裁
、

広
島
高
裁
の
調
停
に
よ
り

平
成

１３
年
６
月
に
三
和
町
、

平
成

１４
年

１１
月

１５
日
に
ア

キ
タ
・
南
山
ポ
ー
ト
リ
ー
、

の
保
全
、
④
汚
水
の
放
流
防

止
、
⑤
悪
臭
の
防
止
な
ど
で

「
地
区
生
活
環
境
保
全
協
定

書
」
を
交
わ
し
た
。

　

ア
キ
タ
・
南
山
ポ
ー
ト
リ

ー
で
は
現
在
、
地
元
住
民
な

ど
約

６０
名
を
雇
用
し
、
約

１
０
０
万
羽
を
協
定
順
守
に

よ
っ
て
飼
養
し
、
相
互
の
深

い
信
頼
関
係
を
築
い
て
い

る
。

　

「
圧
力
」に
も
果

　

敢
な
反
対
運
動

　

和
解
ま
で
に
４
年
余
の
年

月
を
要
し
た
が
、
こ
の
過
程

に
は
「
圧
力
」「
嫌
が
ら
せ
」

な
ど
に
屈
し
な
い
果
敢
な
反

対
運
動
の
年
月
が
潜
在
し
て

熊
谷
組
と“
和
解
”

し
た
。

　

内
容
は
、
①
町

の
活
性
化
と
地
域

産
業
の
振
興
を
図

る
、
②
飼
育
羽
数

は
当
初
計
画
を
厳

守
す
る
、
③
地
区

住
民
の
生
活
環
境

中
で
あ
る
の
で
、
こ
の
よ
う

な
通
告
は
出
さ
な
い
よ
う

に
」
と
勧
告
を
受
け
た
。

　

ま
た
、
養
鶏
場
建
設
を
認

可
し
た
三
和
町
役
場
玄
関
入

り
口
に
は
、
バ
ケ
ツ
２
杯
分

ほ
ど
の
腐
敗
し
た
魚
の
は
ら

わ
た
や
糞
尿
な
ど
が
バ
ラ
撒

か
れ
、
扉
に
は
「
町
長
、
議

　

さ
ら
に
、
建
設
反
対
の
先

頭
に
立
っ
て
い
た
某
氏
の
友

人
、
河
野
雅
春
氏
（
河
野
ポ

ー
ト
リ
ー
代
表
取
締
役
、
山

県
郡
豊
平
町
阿
坂
）
の
営
業

用
ト
ラ
ッ
ク
の
フ
ロ
ン
ト
ガ

ラ
ス
が
ハ
ン
マ
ー
と
思
わ
れ

る
器
具
で
打
ち
破
ら
れ
た

り
、
板
木
川
沿
い
に
ド
ラ
ム

缶
２
本
が
投
棄
さ
れ
、
外
し

た
キ
ャ
ッ
プ
か
ら
油
が
流
出

し
た
。
こ
の
間
に
は
「
南
山

の
環
境
と
水
を
守
る
会
」
に 

７
、
８
回
の
圧
力
を
か
け
る

事
件
も
発
生
し
た
。

　

和
解
か
ら
６
年
も
過
ぎ
た

中
で
“
大
型
養
鶏
場
建
設
工

事
反
対
の
記
録
”
を
発
刊
し

た
の
は
、
環
境
保
全
へ
対
す

る
啓
発
と
「
生
活
環
境
保
全

い
る
。

　

ア
キ
タ
で
は
「
不
当
な
裁

判
を
起
こ
さ
れ
迷
惑
で
あ

る
。
ア
キ
タ
側
勝
訴
の
際

に
は
裁
判
を
起
こ
さ
れ
た
こ

と
に
よ
る
全
損
出
を
請
求

す
る
」
旨
の
通
告
文
を
代
理

人
の
弁
護
士
で
は
な
く
、
知

識
に
乏
し
い
地
元
住
民
に
送

付
。
裁
判
長
か
ら
は
「
公
判

協
定
」
が
今
後
も
順
守
さ
れ

る
こ
と
を
願
っ
て
の
思
い
も

込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

鶏
卵
業
界
は
現
在
、
飼
料

の
高
騰
に
よ
り
廃
業
や
倒
産

が
相
次
ぎ
、
鶏
舎
が
そ
の
ま

ま
放
置
さ
れ
“
悪
臭
”
を
放

っ
て
い
る
な
ど
の
例
も
見
ら

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
背
景

の
中
で
、
流
通 

先
を
確
保

で
き
て
い
な
い
大
型
養
鶏
場

の
新
た
な
建
設
は
中
小
の
養

鶏
業
者
を
さ
ら
に
深
刻
化
な

渦
中
に
追
い
込
む
こ
と
に
つ

な
が
る
。
千
葉
県
で
は
数
年

前
に
、
流
通
先
を
確
保
で
き

て
い
な
い
大
型
養
鶏
場
の
進

出
に
よ
り
倒
産
し
た
中
堅
養

鶏
業
者
も
い
る
。
低
価
格
攻

勢
に
よ
っ
て
販
売
市
場
を
奪

取
さ
れ
た
た
め
だ
。

　

現
在
「
南
山
の
環
境
と
水

を
守
る
会
」
で
反
対
運
動
を

展
開
し
て
き
た
人
に
、
養
鶏

業
界
か
ら
講
演
依
頼
が
あ
る

の
は
、
そ
れ
ら
様
々
な
艱
難

辛
苦
の
出
来
事
を
何
と
か
回

避
で
き
な
い
か
の
強
い
思
い

が
あ
る
た
め
だ
。

　

“
大
型
養
鶏
場
建
設
工
事
反
対
運
動
の
記
録
”

を
綴
っ
た
冊
子
「
清
流
」
が
“
和
解
”
か
ら
６
年

も
過
ぎ
た
今
年
、
発
刊
さ
れ
た
。
編
集
発
行
人
は
、
広
島
県
三
次
市
三
和
町
下
板
木
の
「
南
山
の
環
境
と
水
を
守
る
会
」
。

記
録
と
し
て
発
刊
し
た
の
は
地
元
・
地
域
住
民
の
同
意
を
得
な
い
ま
ま
、
一
方
的
に
“
南
山
”
に
大
型
養
鶏
場
建
設
を
許
可

し
た
行
政
へ
の
怒
り
、
そ
し
て
養
鶏
場
建
設
側
か
ら
の
「
圧
力
」
に
も
め
げ
ず
、
昔
な
が
ら
の
「
清
流
」
が
堅
守
で
き
る
“
和

解
”
を
勝
ち
取
っ
た
こ
と
の
喜
び
と
支
援
者
へ
の
感
謝
、
な
ら
び
に
小
さ
な
町
・
寒
村
で
も 

地
域
住
民
の
熱
い
反
対
運
動

が
あ
れ
ば
行
政
、
企
業
の
思
惑
も
是
正
に
導
く
と
の
強
い
啓
発
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

長
は
町
の
ダ
ニ
、
即
刻
町
長

議
長
は
や
め
る
べ
き
」
と
手

書
き
さ
れ
た
ビ
ラ
が
粘
着
テ

ー
プ
で
止
め
ら
れ
て
い
た
。

警
察
の
捜
査
で
、
魚
の
“
ア

ラ
”
は
地
元
で
は
出
な
い
種

類
の
も
の
が
混
じ
っ
て
い
た 

こ
と
な
ど
が
判
明
し
た
が
、

犯
人
の
特
定
は
で
き
な
か
っ

た
。

行
政
、ア
キ
タ
と
地
域
住
民
の
暗
闘

〝
大
型
養
鶏
場
建
設
〟
和
解
へ
の
奇
跡

　

「
生
協
流
通
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
は
真
実
に
基
づ
い
て
お

り
、
原
告
・
ア
キ
タ
が
請
求
す
る
名
誉
棄
損
損
害
賠
償
事
件
は
い

ず
れ
も
理
由
は
な
い
も
の
と
し
て
棄
却
す
る
」
―
。
広
島
地
方
裁

判
所
福
山
支
部
は
３
月
30
日
、
鶏
卵
大
手
の
ア
キ
タ
（
本
社
・
広

島
県
福
山
市
）
と
同
社
・
代
表
取
締
役
社
長
・
秋
田
善
祺
氏
が
、

生
協
流
通
新
聞
に
掲
載
の
『
行
政
、
ア
キ
タ
と
の
地
域
住
民
の
暗

闘
』
『
“
暴
力
団
”
が
反
対
者
を
脅
迫
』
の
２
つ
の
記
事
＝
別
項

参
照
＝
は
名
誉
棄
損
損
害
賠
償
に
あ
た
る
と
し
て
本
紙
発
行
の
ア

ド
バ
ン
ク
・
セ
ン
タ
ー
と
代
表
者
を
告
訴
し
た
事
件
に
つ
い
て
全

面
棄
却
し
た
。
裁
判
は
１
年
７
カ
月
に
及
ん
だ
が
告
訴
さ
れ
た
本

紙
側
が
事
実
上
、
全
面
勝
訴
し
た
。

鶏
場
建
設
の
反
対
者
側
の
自

宅
に
「
嫌
が
ら
せ
の
電
話
」

「
個
人
を
中
傷
す
る
ビ
ラ
配

布
」「
右
翼
（
ま
た
は
暴
力

団
）
に
よ
る
嫌
が
ら
せ
（
恐

喝
）」
な
ど
が
あ
っ
た
と
の

記
述
が
あ
る
。

　

ま
た
、
反
対
運
動
の
リ
ー

ダ
ー
は
裁
判
の
中
で
「
○
○

さ
ん
宅
に
素
性
の
わ
か
ら
な

い
男
か
ら
、
昼
夜
問
わ
ず
十

数
回
も
電
話
が
あ
り
、
い
つ

ま
で
も
妨
害
す
る
な
ら
お
前

の
仕
事
を
取
り
上
げ
る
」

「
い
い
か
げ
ん
お
と
な
し
く

な
れ
」「
お
前
は
○
○
の
女

房
か
、
お
や
じ
に
や
め
さ
せ

に
ゃ
、
仕
事
が
な
い
よ
う
に

な
る
し
、
困
る
よ
う
に
な
る

で
」
と
い
う
趣
旨
の
脅
迫
電

話
が
か
か
っ
た
と
証
言
。
脅

迫
電
話
を
録
音
し
た
テ
ー
プ

を
何
本
か
を
警
察
に
提
出
し

た
と
こ
ろ
、
警
察
か
ら
“
プ

ロ
の
仕
業
”
で
あ
る
旨
の
指

摘
を
受
け
た
。
ま
た
、
反
対

運
動
の
中
心
者
に
対
し
て

は
、
身
辺
危
害
の
注
意
を
喚

起
す
る
警
察
巡
回
が
約
１
か

月
に
渡
っ
て
強
化
さ
れ
た
と

証
言
。

　

ア
キ
タ
側
は
、
こ
れ
ら
の

内
容
を
含
め
た
主
要
の
記
事

内
容
の
全
体
は
“
事
実
無

根
”
で
名
誉
棄
損
に
な
る
と

し
て
、
５
５
０
万
円
の
金
員

支
払
い
と
、
支
払
い
済
み
ま

で
年
５
分
の
金
員
の
支
払

い
、
並
び
に
ア
キ
タ
提
示
の

謝
罪
広
告
を
生
協
流
通
新
聞

に
一
回
掲
載
す
る
こ
と
を
請

求
す
る
と
し
て
平
成
21
年
６

月
に
告
訴
。　

　

裁
判
は
、
ア
キ
タ
側
の
右

翼
、
あ
る
い
は
暴
力
団
な
ど

の
存
在
有
無
に
よ
っ
て
反
対

運
動
者
側
に
「
圧
力
」「
嫌

が
ら
せ
」「
脅
迫
」
な
ど
が

あ
っ
た
と
す
る
記
事
内
容

は
”
真
実
”
な
の
か
否
か
が

大
き
な
焦
点
と
な
っ
た
。

　

判
決
文
で
は
、“
暴
力
団

が
反
対
者
を
脅
迫
”
の
記
事

中
「
お
前
は
こ
の
先
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
２
次
製
品
に
な

る
。
仕
事
が
で
き
な
く
な
る

ぞ
…
」
は
、
生
命
に
関
わ
る

よ
う
な
強
烈
な
脅
迫
文
言
が

あ
っ
た
と
ま
で
は
認
め
ら
れ

な
い
が
、
反
対
運
動
者
に
対

し
「
仕
事
が
で
き
な
く
な
る

旨
の
脅
迫
が
十
数
回
あ
っ
た

と
認
め
ら
れ
る
の
で
、
重
要

な
部
分
に
つ
い
て
は
真
実
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」。
ま

た
「
朝
か
ら
夕
方
ま
で
」「
護

衛
」
と
い
う
表
現
は
、
必
ず

し
も
正
確
で
は
な
い
が
「
警

察
が
巡
回
強
化
し
た
と
い
う

重
要
な
部
分
か
ら
真
実
性
が

認
め
ら
れ
る
」
と
結
論
づ
け

た
。

　

ま
た
、“
行
政
、
ア
キ
タ

と
地
域
住
民
の
暗
闘
”
の
記

事
中
の
「『
南
山
の
環
境
を

守
る
会
』
に
７
、
８
回
の
圧

力
を
か
け
る
事
件
が
発
生
し

た
と
の
文
章
は
、
回
数
は
と

も
か
く
、
圧
力
を
か
け
る
事

件
と
評
価
さ
れ
る
事
件
が
多

数
回
あ
っ
た
と
い
う
重
要
な

部
分
に
つ
い
て
真
実
性
が
認

め
ら
れ
る
」
と
反
論
を
退
け

た
。
こ
れ
ら
の
認
定
基
礎
事

実
か
ら
、
ア
キ
タ
側
が
デ
ッ

チ
あ
げ
と
し
て
反
論
し
て
い

た
「
反
対
運
動
派
が
運
動
を

盛
り
上
げ
る
た
め
に
捏
造
工

作
し
た
」
は
「
窺
い
う
る
よ

う
な
資
料
は
見
い
出
せ
な

い
」
と
し
た
。

　

従
っ
て
、
原
告
が
地
域
住

民
の
建
設
反
対
運
動
に
圧
力

を
か
け
る
こ
と
に
関
わ
っ
て

い
た
可
能
性
が
あ
り
、
ま
た

暴
力
団
な
ど
と
つ
な
が
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
な

企
業
体
質
を
有
す
る
も
の
と

推
認
さ
れ
て
も
や
む
を
得
な

い
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

い
」
と
結
論
づ
け
た
。

　

ま
た
、
各
記
事
の
記
載
内

容
に
お
け
る
意
見
、
論
評
は

（
関
わ
る
）
域
を
逸
脱
し
て

い
る
と
の
ア
キ
タ
側
の
反
論

に
は
「
意
見
、
論
評
の
前
提

と
し
て
い
る
事
実
が
重
要
な

部
分
に
つ
い
て
真
実
で
あ
る

こ
と
の
証
明
が
あ
っ
た
の
で

あ
る
か
ら
、
―
―
（
一
部
割

愛
）
推
認
さ
れ
る
範
囲
を
逸

脱
も
の
で
は
な
く
、
人
身
攻

撃
に
及
ぶ
も
の
で
は
な
い
の

で
、
意
見
な
い
し
論
評
と
し

て
の
域
を
逸
脱
し
た
と
は
認

め
ら
れ
な
い
」。

　

以
上
な
ど
か
ら
「
被
告
の

各
記
事
の
掲
載
・
頒
布
行
為

に
は
、
そ
の
違
法
性
が
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
に
帰
す
の

で
、
不
法
行
為
責
任
の
成
立

を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
し
て
ア
キ
タ
側
の
請

求
を
い
ず
れ
も
棄
却
し
た
。

アキタの告訴に本紙側、全面勝訴
告
訴
は「
行
政
、ア
キ
タ
と
地
域
住
民
の
暗
闘
」

「
〝
暴
力
団
〟
が
反
対
者
を
脅
迫
」の
タ
イ
ト
ル
記
事〝暴力団〟と

つながっている可能性が
あるような企業体質推認
も止むなしと判決で指摘

号 外

本
社
と
代
表
者
へ
の
名
誉
棄
損
損
害
賠
償
請
求
事
件

アキタに「名誉棄損損害賠償」で告訴された２つの囲み記事

４月５日号
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